
1-6127 物理で相加・相乗平均の関係式 2？石を使うのは
この問題と熱の超マイナーな問題の2つ、
この問題の方は割と典型問題なのでおさえておこう、
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P = I R

Iがいくらか考える。
キルヒホッフ則より

E=るな ： . Iまな
（合成抵抗の公式を使ってもよい）

これより

R=I'R
=(FTR = にはだ
=とは、「iだ=。お。+りだ

Aとする bとする

Rの関数部分、at b が最小となるときにPRが最大
といえる。ここで相加相乗平均の関係より
2 2 ≥ T ⇒ a t b ≥ 2 F b

となり a t b の最小値は2bといえるのだ。
こ こ で a tb = 2 R F となるのは a=bのときということから
R=、だ .・. R二
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よって

Proseだ⇒ Pmax=0，2-r E 2

なのでなーい w̅i
だ
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2 21まで=
※これは体系物理の解答の別解にあたる。でも入試本番で
この計算を落ちついて行うのはきびしい。
数学の力を使って解こう、

P E Rtitttei E ²
前の最小値を求めた
い｡

f(R)=R+だーとして
f i r )= 1-ト2R-2=1-だ

f iR)=0となるのは
のときである、「増減表を書くと

如にR+だジドで1で、⇒れない
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Rt「だが最小値をとるのがR=rのときとわかったので、

ー ー ー ー い

たおだだ⇒ Pax=おだだ
=と，

※体系物理の模範解答にあるような

にじで
で で

という変形と、これによるグラフの作図は通常しないので
無視しましょう。

相加相乗平均か増減表を使うのが一般的です。


